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第５章

計画の推進

１ 計画の推進体制

２ 計画の進行管理と評価

３ 計画の指標
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第５章 計画の推進

１ 計画の推進体制

生涯学習は広範な領域にわたるため、計画の推進に当たっては、総合

的、体系的な推進体制が必要となり、行政における全庁的な取組と、市

民と行政が協働する体制が重要です。

そのため、市の事業だけではなく、市民、地域団体、グループ・サー

クル、教育機関、民間事業者が連携し、本市における生涯学習を推進し

ていくことが求められます。
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市民は、主体的に学習や活動等に取

り組む生涯学習の主役です。また、地

域づくり等住みよいまちづくりの担い

手となります。

企業の社会的責任の一つとして、企

業関係者の講師による講座等の開催や

子どもの職場体験の受け入れ等、市と

情報共有や連携を図り、従業員や市民

の生涯学習を支援することが求められ

ています。

小中学校では、家庭や地域と連携し

て、子どもの主体的な学ぶ力を育みま

す。大学等は公開講座を開催する等、

大学の有する資源を広く社会に還元す

るとともに、学生が社会と関わる機会

づくりが求められています。

地域団体は、地域の課題解決に向け

て、地域住民、グループ・サークル、

市民等様々な機関・団体と連携・協働

し、住みよいまちづくりに取り組んで

で行くことが求められています。

学習のきっかけづくりやグループ・サークルの支援、生涯学習

施設の管理・運営、生涯学習情報の提供等、市民のニーズや社会

の変化を考慮しながら、市民やグループ・サークルが活動しやす

い環境づくりを行います。

教育機関

川越市

地域団体

民間事業者

市 民
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２ 計画の進行管理と評価

市は、各施策の実施状況や目標値等について、その実績を把握し、国

や県の動向も踏まえながら、計画の進行管理として分析・評価を行い、

必要に応じ、計画の変更や事業の見直し等を行います。

市は川越市生涯学習基本計画について、「ＰＤＣＡ（Ｐｌａｎ：計画、

Ｄｏ：実行、Ｃｈｅｃｋ：確認・評価、Ａｃｔｉｏｎ：改善）サイクル」

の構築により、計画の評価・改善を行います。

■ＰＤＣＡサイクルのイメージ図
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３ 計画の指標

本計画の達成状況を４つの基本目標ごとに確認する具体的指標とし

て、以下の４つを設定します。

【計画の指標】

基本

目標
指 標 単位

実績値

（令和元年度）

目標値

（令和７年度）
説 明

１
川越大学間連携講

座の受講者満足度
％ ８９．３ ９３．０

川越大学間連携講座の

受講者アンケートにお

ける「非常によい」「よ

い」の回答割合

２

川越市総合福祉セ

ンター実施講座等

延べ利用者数

人 9,940 10,100

高齢者・障害者を対象と

した事業の年間利用者

数

３ 市民講座開催数 件 ４７ ５５ 市民講座の年間開催数

４
市民活動・生涯学習

施設の稼働率
％ ８９．４ ９３．０

市民活動・生涯学習施設

（ウェスタ川越２階）の

日稼働率※19

※19 日稼働率

１日を単位とし、利用時間区分のうち１区分でも利用があれば稼働日としてカウン

トした割合
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